アメリカのホームレス・ピープル(3) : ニューヨーク市の現状報告 by 小玉  容子 & Yoko Kodama
本稿は､ 2007年３月22日から28日までの間､ ホー
ムレスの状況や対策の調査のため滞在したニューヨー












る"The Times Square" ２. プロジェクト・リニュー
アル(Project Renewal:http://www.projectrenewal.
org) が運営し､ プログラムを提供しているバワリー




ている､ サポー ティブ・ハウジングの"The Christopher"
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の中心地にある福祉ホテル1 The Times Square
Hotelが改修され､ サポーティブ・ハウジングとし
て再生されたThe Times Square2 である｡
Ⅰ. 2007年３月22日 The Times Square (以下TS)
Ted Houghton氏は サポーティブ・ハウジング・































































































































































Ⅱ. 2007年３月23日 Kenton Hall (以下KH)
この日は午前中､ サポーティブ・ハウジング支援
団体 (Corporation for Supportive Housing：CSH)





































































































が2000年10月に購入し､ 改修して､ 2004年に､ 低所
得またはホームレス経験のある成人単身者向けサポー
ティブ・ハウジングThe Christopher (207室) と
してオープンした｡ The Christopherは18才から24
才までの若者に住居を提供し就職に向けての訓練も
できるプログラム (The Chelsea Foyer ) も
併設している｡ The Christopherは､ 2005年に
"Charles L. Edson Affordable Housing Tax
Credit Excellence" 受 賞 ､ 2007 年 に は "2007






























































































































































































































失業して一､ 二ヶ月ほど収入が無く､ しかし､ 再就
職ができたなどという場合､ その数ヶ月間の家賃さ
え払うことができれば彼らは立ち退きを逃れられま
す｡ そんな時､ NPOは適切な援助をします｡ 彼ら




















































































大きな問題です｡ どの本ですか｡ ああ､ Ralph
da Costa NunezのMoving Out, Moving Up:
Families Beyond Shelter (New York：White































































小玉容子：アメリカのホームレス・ピープル(3) － 11 －
HomeBase：事務所の入り口











経験が無く､ 高校卒業証書も､ GEDも無く､ 何ら
かのシステム､ 例えばホームレス制度､ 生活保護制











































































































今年 (2007年) の７月には契約更新をします｡ そし
て基金を増やし､ より広い範囲を対象地区とする予
定です｡ 今はこの地図のオレンジの地区だけを対象















小玉容子：アメリカのホームレス・ピープル(3) － 13 －
HomeBase事務所の近くの住宅街
注１ 福祉ホテルに関しては､ 小玉容子 ｢[研究ノー
ト] アメリカのホームレスピープル―その現状と
問題点｣ 『島根女子短期大学紀要』 第31号 (1993)､
pp.74-76参照｡
２ コモン・グラウンド団体が､ 1991年に福祉ホテ





ていた｡ しかし､ 連邦や州､ 市のサポートを得て､




３ セクション８に関しては､ 小玉､ 前掲論文p.70
参照｡















の206 West 24th St. ("Village") にあり､ 過去
Andy Warholや劇作家のTennessee Williamsな
ども宿泊したことで知られている｡
６ The Work Experience Program (WEP)､ 人材
活用委員会 (Human Resources Administration)









７ ｢貧困家庭への一時扶助｣ (Temporary Assistance
for Needy Families (TANF) Program) は､
1996年の福祉改革法により成立した連邦のプログ
ラムで､ 2006年再認可された｡ 生涯受給期間を60
ヶ月とし､ 就労を前提とする一時的な救済措置と
しての位置付けである｡
(http://www.acf.hhs.gov/programs/ofa/)
８ ジェントリフィケーション (Gentrification)
とは､ 劣悪化している区域に中・高所得者人口が
流入していくのを伴った区域再開発・再建プロジェ
クトのことで､ 通常それまでの貧困層の住民が住
む場所を失う｡ 小玉､ 前傾論文p.79参照｡
９ Home Depotは米国最大のホームセンターチェー
ン｡
(平成19年11月30日受理)
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